
日米豪印首脳会談(QUAD)

(令和3年9月23日～26日）
菅内閣総理大臣の米国訪問



羽田空港を出発する前に、報道陣の取材に応じる菅義偉首相＝
9月２３日午後3時54分から同56分まで、報道各社のインタビュー。

Quad 



9月23日(木)午後4時24分(日本時間)
日米豪印首脳会議に出席のため、
政府専用機で米ワシントンに向け同空港発。

Quad 



政府専用機で米ワシントン近郊のアンドルーズ空軍基地に到着。
9月23日午後4時半すぎ（日本時間24日未明）

Quad 



現地時間9月23日午後5時35分（日本時間24日午前6時35分）から約45分間
菅総理はナレンドラ・モディ・インド首相との日印首脳会談を行った

日印首脳会談
宿舎 ウィラード・インターコンチネンタル・ホテルにて



日豪首脳会談

現地時間9月24日午前8時35分（日本時間午後9時35分）から約70分間、
菅総理はスコット・モリソン・オーストラリア連邦首相と朝食を挟みつつ首脳
会談を行いました。なお、首脳会談の最後約10分間は、両首脳だけで会談が
行われました。 於：駐米豪大使公邸



９月２５日（土）
１２：３０頃（日本時間翌０１：３０頃）ワシントン

ＤＣ発
９月２６日（日）
１６：００頃 羽田着

日米豪印４か国の枠組み「クアッド」
日米豪印首脳会談(QUAD)

日米豪印首脳会合前の写真撮影



日米とオーストラリア、インドの4カ国（通称クアッド）は
現地時間9月24日午後2時（日本時間25日午前3時）から約2時間20分 対面では初めてとなる首脳会議を行った。
於：ホワイトハウス内イーストルーム

日米豪印
首脳会談(QUAD)

日本
菅義偉総理大臣



日米豪印首脳会談
(QUAD)

現地時間9月24日午後2時（日本時間25日
午前3時）から約2時間20分

於：ホワイトハウス内イーストルーム



現地時間9月24日午後4時10分（日本時間25日午前5時10分）から約10分間、
菅義偉総理大臣は、バイデン米国大統領及びジル大統領夫人と懇談を行った。
於:ホワイトハウス ブルールーム一階

日米首脳間の懇談



バイデン米国大統領夫妻と懇談。
ジル夫人は、
デトロイトでの公務を繰り上げて
懇談に同席しました。

現地時間9月24日
於:ホワイトハウス内
レッドルーム一階



菅総理は、カマラ・ハリス米副大統領主催の懇談会に出席。
現地時間9月24日夕刻、於:アイゼンハワー行政府ビル



会議後の記者会見
現地時間9月24日
於:ウィラード・インターコンチネンタル・ワシントン



（令和３年９月２５日午前7時過ぎ)
ウィラードホテル周辺を散歩

ワシントンのナショナルモールに立てられたコロナ犠牲者を追悼する旗



同行記者との内政懇談会
令和３年９月２５日（土）
９：５８～１０：２４（現地時間）
ウィラード・インターコンチネンタル・ワシントン
（米国ワシントンＤ．Ｃ．）



米国での日米豪印４か国の首脳会談を終え、
政府専用機で帰国。
（９月２６日午後３時５５分、羽田空港）



日米豪印４ヶ国(QUAD)首脳会談がオンラインで実施されました。今まで外相レベルでは行われていましたが初
めて首脳レベルで開催されたことは大きな意義があります。米国バイデン大統領の強いイニシアティブで、建
国以来「非同盟」を続けてきたインドの首相も参加し民主的価値に裏付けられた「自由で開かれたインド太平
洋」に合意できました。また、具体的に、インド太平洋諸国に向けてのワクチン供給支援、気候変動対策、重
要技術についてそれぞれワーキング・グループを設置することも合意され、年内に対面でのQUAD首脳会談も行
おうということになりました。バイデン大統領のアメリカがQUQD、インド太平洋に強いコミットを表明したこ
とは重要です。因みにオンライン会議では冒頭に2004年のスマトラ地震、インドの津波で日米豪印が共同で救
援に当たった時のビデオが流されました。

令和3年3月12日

日米豪印首脳テレビ会議
会議後のぶら下がり会見



総理の最後の外遊となる日米豪印首脳会談に随行して参りました。ホワイ
トハウス内で日米豪印の首脳が初めて対面で会議(同時通訳)を行なった意
義は極めて大きいと思います。
各首脳によるアフガニスタン、中国などの地域情勢、コロナ対策、気候変
動など突っ込んだ議論を私もリアルに聞くことができました。モリソン豪
首相から困難な中での菅総理の参加への謝意が述べられた際には会場が拍
手に包まれ、バイデン大統領からも菅総理のQUADで果たした役割が非常
に大きかったとの発言がありました。
会談後にはバイデン大統領から菅総理に対して今後も引き続きアドバイ

スをして欲しいとの話しもあり、短い在任期間に総理が各国首脳と本当に
信頼関係を構築していたと痛感しました。
次期総理にこのモメンタムがしっかり引き継がれることを期待します。

前後で日印首脳会談、日豪首脳会談、日米首脳会談も行われ私も総理の隣
でやり取りを聞く機会を頂きました。
本当にこの一年間、貴重な機会を数多く与えて頂けたことに感謝です。


